
5

　今年度の審査委員長を務めました市川伸一と
申します。今回、コロナ禍でありながら、多くの
優れた教育論文を応募していただきました。小
学校、中学校ともに、社会との関わりに関係する
実践が目立つようになったことが特色としてあげ
られます。これには、新学習指導要領において「社
会に開かれた教育課程」が謳われたことが大き
く影響していると見ることができます。「社会に開
かれた教育課程」には、二つの意味が含まれて
います。一つには、「児童生徒が実際に社会に
出たときにそこで生かされるような資質・能力を
身に付ける教育課程であってほしい」ということ
です。もう一つは、そのような教育課程を推進し
ていくためには、「学校教員というスタッフや学校
という場所だけでなく、社会の人 と々連携しつつ
地域でも活動する」ということが必要だという意
味です。

　こうした指摘は従来もあったものの、今回の学
習指導要領の改訂にあたっては特に強調される
ようになり、優れた実践も見られるようになりまし
た。小学校の部で最優秀賞となった山口哲史先
生の「社会貢献をし、自らの幸せを創造する力
の育成」という論文は、そうした優れた試みの
一つです。そのねらいは、今後の人生において
積極的に人や社会と関わる姿勢をつくることとさ
れています。６年生が、１学期に「燕南小元気
づけ隊」で活動した経験を踏まえて、さらに図

書館、公民館、デイサービス、自治会などで仕
事をしている地域の方をゲストティーチャーとして
お招きし、「人との関わり」についての話をうかが
います。「人はなぜ関わるのか」「自分たちはどの
ような関わりができるのか」についての考えを深
めた上で、地域活動のプロジェクトの計画を練り、
担任と校長を説得して「合格」をもらったら実行
に移していくのです。国語の授業とも連動させた
ことで、プレゼンや文章力のスキルも高まるとい
う成果が見られましたが、何よりも、人と関わる
ことについての達成感や自己有用感が高まったこ
とはいうまでもありません。

　中学校の部で奨励賞を受賞した有松浩司先
生・佐藤希美先生・中村裕子先生の論文「『拓く
力』の育成を目指した総合的な学習の時間の展
開」は、中学２年生が実際に商品開発のプロジェ
クトを計画・立案し、開発、販売まで行うという
実践です。「拓く力」というのは、自分で夢をもち、
その夢の実現に向けて自分自身や社会の未来を
切り拓いていく力とされています。生徒たちは、
まず個人ごとに立案しプレゼンをしますが、全校
生徒の投票によって案が絞られます。さらにそれ
らを学校運営評議会でプレゼンし、地域の特産
物であり、学校でも栽培しているジャガイモを使っ
たジャガフライが選ばれます。経営、制作、宣伝
などの役割分担を行って、できた商品は「道の駅」
で販売されてすぐに完売という成功を収めまし

審査委員長 市川 伸一

第37回「東書教育賞」の
審査を終えて



6

た。先生方のご配慮やご指導はもちろんあった
わけですが、生徒の意欲や主体性を引き出した
実践として、非常に斬新なものといえるでしょう。

　教科教育の論文でも、新しい動きが見られま
す。小学校の部で奨励賞となった、名和原奈穂
子先生の論文「相手や目的に応じて、自分の考
えを書いて表現する学習指導の工夫」もその一
つです。「何のために書くのか」「読み手は何を知
りたいのか」を考えて文章を書くことは、基本的
なことでありながらなかなか難しいことです。名
和原先生は、他者の説明的文章を読んで、その
書き手がどのような工夫をしているかをつかみ、
自分の文章に生かすという指導を行いました。従
来、ややもすると、国語の４技能が分断されて各

単元ごとに指導されることになりがちでしたが、
最近は、４技能を統合した学習活動は重要な方
向となっています。説明文読解も、作者の考えを
読み取るだけにとどまらず、その表現のよさを自
分にも取り入れていくという先駆的な実践になろ
うかと思います。

　今年度は、残念ながら中学校の部の最優秀賞
が該当なしという結果になってしまいました。こ
れは委員の間で十分な意見の一致が見られな
かったことによります。それでも、全国の先生方
の優れた教育論文が集まり、新しい実践の方向
性が出てきたことは、審査委員長としても望外の
喜びです。来年度も、さらに多くの応募を期待し
ております。

　ICT部門の審査をさせていただいた赤堀と申し
ます。受賞された先生方、本当におめでとうござ
います。今回は、国の施策による１人１台端末
の整備が進んでおりまして、ICT部門に多くの論
文を投稿していただきました。厚くお礼申し上げ
ます。
　最初は、小学校部門で優秀賞を受賞された、
東京都の藤森克彦校長先生です。この論文の素
晴らしさは、何といっても思考力の育成に重点を
置いたことです。論文の中で、分かっていたと思っ

ていたら実は分かっていなかった、という文章が
出てきて、私ははっとしました。大人になっても
研究を続けていくと、そのとおりで、分かってい
たつもりだったのです。そのことを小学校の子ど
もたちに、きちんと伝えていくということは、大変
重要なことだと気付いたからです。デジタルツー
ルを使って振り返り、そしてより深く分かろうとす
ること、つまり思考力を育成することにつながる
ことを示した論文として、高く評価しました。さ
らに、これまではあまり発言できなかった子ども

審査委員 赤堀 侃司
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が、デジタルツールのおかげで発言できるように
なったと書かれていまして、道具の役割を再認識
させていただきました。本当に素晴らしいと思い
ます。
　次は、中学校部門で優秀賞を受賞された、和
歌山県の矢野充博先生です。矢野先生は中学校
で理科を教えておられるのですが、この先生の
教材開発がすごいのです。ARの活用なのですが、
ARとは拡張現実のことで、テレビなどでは台風
や雪情報などを可視化するために用いられていま
すが、これを実際に教材として開発して活用した
例を私は知りません。気圧の変化などは、確か
に映像とリンクすれば分かりやすいのです。また、
生徒自身がAR教材を作るということにも、驚きま
した。さらに、テストの正答率が伸びたことも、
この教材が優れていることの証明になっていま
す。
　最後は、小学校部門で奨励賞を受賞された、
愛知県の鈴木由季子先生です。この論文のサブ
タイトルに、私は惹かれました。「魔法のタブレッ
トをたずさえて」、という言葉を読んだとき、私は
漫画に出てくる、「どこでもドア」のようなイメー
ジをもったのです。鈴木先生にとって、タブレッ
ト端末はまるで、どこでもドアのように、そのド
アを開くと別の世界に入っていけるように感じた
のだと思います。それは、子どもが夢をもって学
ぶ姿を彷彿させました。
　今年の論文は、いずれも審査員の胸に飛び込
んでくるようなメッセージをもっていました。是非、
このような研究を他の先生方にも広げていただけ
ればありがたいと思います。受賞された先生方、
本当におめでとうございます。

　この１年は、新型コロナ対応のため、教育現
場も大変な期間だったと思いますが、例年どおり
優れた教育実践の応募が多数ありました。ここ
では受賞した二つの教育実践に関してご紹介し
ます。
　一つは、奨励賞を受賞した東京都足立区立千
寿桜小学校の富松里子先生の「支援を要する児
童の『教育的ニーズ』への適切な指導と支援の
充実」です。
　現在特別支援を要する児童が増加し、指導教
員の十分な配置が間に合わない中で、足立区で
は効率的な方法を開発しています。それは児童の
「評価シート」を作成し、特別支援を必要とする
１人１人の児童の実態と長期・短期の目標の達
成をルーブリックで示し、教員間で情報を共有
し、指導を効率的に行う実践です。応募論文で
は、自閉症や多動性障害、学習障害の児童の事
例を示し、その指導の様子を明確に提示し、見
習うことのできる優れた実践です。
　もう一つは、奨励賞を受賞した大阪市立新巽
中学校の山本昌平先生の「e-Sportsを基盤とした
キャリア教育のデザインと非認知能力の育成」で
す。デジタル教育の時代にマッチしたユニークな
実践です。
　ゲーム＝悪というイメージを覆す実践で、生徒
の興味にも合致し、外部から専門家を呼んで最
先端に触れさせ、自分たちでe-Sportsの大会を企
画し、その開催に際して様 な々役割分担や工夫、
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実際の場面での臨機応変の対応など、キャリア
教育としての効果も感じられます。
　ここでご紹介した二つの実践は、普通の授業
とは違う特異な実践のように感じる部分もありま
すが、ウィズコロナの時代の新しい実践として学
ぶべき点が多くあります。受賞した二人の先生に
お祝いを申し上げます。

　受賞された先生方、誠におめでとうございます。
論文の審査に関わらせていただいた露木と申し
ます。私からは全体の感想と三つの論文の紹介
をさせていただきます。
　文部科学省からは〖学校における新型コロナウ
イルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学
校の新しい生活様式」～〗がすでに７回も改訂
を重ね通知されていますが、感染収束の見通し
がもてません。学校では感染拡大防止のため多
くの対応を次々に迫られ、先生方は大変だったこ
とと思います。このような中、GIGAスクール構想
が進められ、タブレット端末が児童生徒に対して
１人１台ずつ配布されました。通常なら不得手な
教員に対する研修に目が向き、このツールをどの
ように活用しようかと悩みかねないところです。と
ころが、このことを前向きにとらえ、このようなと
きだからできる教材開発、インターネットを用い
た指導など、活用を工夫された実践が多く見られ

審査委員

露木 昌仙

ました。ご苦労の多い中にあっても、よりよい授
業をつくりたいという皆様の思いが伝わってきま
した。
　さて、小学校で優秀賞を獲得された山田航大
先生の「子どもたちが社会に向けて提案する課
題解決型学習の可能性」を紹介します。コロナ
禍で実地に体験や社会科見学ができない中だっ
たからこそ考えられた、インターネット上でのミー
ティングを活用し、教室と実社会とをつなぐ探求
型の学習となっています。オンラインで社会科見
学し、工場の製造工程を見るとか、田や畑の様
子を見学するということも可能ですが、そうでは
なく、対象をいわゆるプロの人に絞り、児童とプ
ロの方がコミュニケーションを交わしている点はと
ても優れています。「これからの食料生産とわた
したち」の単元においてフードロスを焦点化し、
オンラインでプロの方から授業を受けたり、児童
自らがその解決策を考えたり、子どもなりの斬新
なアイデアを複数の企業に提案したり、児童が
企業と交流会をしたりするまでに至っています。
オンラインだったからこそ、距離的には離れた実
社会のプロと児童とがつながった、まさに社会に
開かれた実践です。
　次に小学校で奨励賞を獲得された名和原奈
穂子先生の「相手や目的に応じて、自分の考え
を書いて表現する学習指導の工夫」について紹
介します。相手や目的に応じて自分の考えを表現
できる「書く力」を高めるために、まず、説明的
文章を読み「何のために何をどのように書いてい
るか」を考え、書き手の工夫を読み取る。そして、
自分が書き手として書くときに読み取った工夫を
活かして目的に相応した文章表現とする。読むと
書くとを往還させる単元を構成しています。文章
表現力の育成に深く迫る論文となっています。
　三つ目に中学校で奨励賞を獲得された山本昌
平先生の「e-Sportsを基盤としたキャリア教育の
デザインと非認知能力の育成」について紹介しま
す。「e-Sports」と称して、コンピュータゲームを
学校教育で取り上げるのかという疑問も湧きそう
です。しかし、e-Sports大会の開催という新たな
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ことにチャレンジさせ、生徒の意欲を高め、主体
的に企画・運営に取り組む生徒の姿が見えてくる
実践となっています。しかもその過程では、キャ
リア教育の視点から生徒と起業家やプロゲー
マー、e-Sports運営者、さらに異なる分野の企
業８社などと対面で、また、オンラインで関わら
せるなど外部人材の有効活用を図るなど、発想
が大変面白い実践であると感じられました。非
認知能力については学習過程の中でどのように
培われていくものなのか、今少し論じてほしいと
思います。

　審査に関わりました鳥飼玖美子です。
　まず、小学校部門で最優秀賞を受賞なさった
新潟県燕市立燕南小学校の山口哲史さんの「社
会貢献をし、自らの幸せを創造する力の育成」
です。山口さんが試みたのは、総合教育を国語
の学習と関連づけながら、児童の「自己肯定感」
を高めることでした。論文では、「自己肯定感」
の定義は特にありませんでしたが、「ありのまま
の自分を肯定する感覚」あるいは「自らの価値や
存在意義を肯定できる感情」のことで、日本の
若者は諸外国に比べて自己肯定感が極めて低い
という内閣府の調査結果（2014）があります。
　そこで、自分自身を積極的に前向きに評価す
るのは、誰かの役に立つことから始まるとの考え

審査委員
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から、山口さんは具体的にいくつかの活動を工夫
しました。校内や地域のための活動、人と関わ
る職業に従事する人たちへのインタビュー、自分
の考えを整理して書く、話す、相手の話を聞く活
動、自分の考えを発信する発表会などです。国
語教育との連携も見事ですし、どの学校も苦境
にある新型コロナ感染症の流行拡大の中にあっ
て、「なぜ人と関わるのか」ということを課題にし
た実践は他の学校の参考になると考えられます。
　次に、中学校部門で奨励賞を受賞なさった埼
玉県立蓮田特別支援学校の髙橋久江さんの実践
「英語劇『マジックショー』でコミュニケーショ
ン能力を伸ばす」です。
　髙橋さんの実践は、病弱・肢体不自由特別支
援学級に在籍する中学生４名を対象にした英語
の指導です。筋疾患が３名、脳性麻痺が１名で、
身体の動きに制限があるため意志伝達がどうして
も難しくなり、消極的になりがちだという問題を
抱えています。それを克服するために、「話す」
ということに焦点を置く英語劇を選び、達成感を
経験させ、コミュニケーション能力の育成につな
げることを目指しました。
　４名の生徒の英語学習のレベルは、小学校３
年生から中学校段階まで幅があり、理解力はあ
るけれど発信が不得意、あるいは語彙数が少な
い、文字学習が苦手など、個人差が大きいこと
から、劇のセリフの量や難易度を変え、文字を
音声で補完するなどの工夫をした上で、半年間
の練習を行いました。11月の文化祭で発表する
までの様子をつぶさに描写しています。CDでセ
リフを聞く宿題を出す、個別の練習を重ねてから
合同練習にする、あるいは職員室や保健室など
で出張演技をするなどのきめ細かい指導が優れ
た実践となっています。
　ただし、いくつか気になる箇所がありました。
一つは、「英語を母語とする話者はジェスチャー
や表情が豊かである」という思い込みです。ひと
くちにnative speaker　英語話者といっても英語圏
には多様な文化があり、必ずしも全員が同じでは
ないのです。ですから、無理に表情やジェス
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チャーを日本人生徒に強いる必要はないと思いま
す。
　次に、英語劇のセリフとして紹介されている英
語に文法的誤りや誤用、使い方の問題が散見さ
れます。例えば、セリフにこういう日本語がありま
した。「さて、これから布を貫通させてコインを
グラスの中に入れて見せます」。英語を見ますと、
　“Now I can put a coin into this glass through 
this cloth.” 
となっているのですが、この日本語なら英訳では
canではなくwill ではないでしょうか？
　それから、「私には特別な力がある」というセ
リフがありました。この英語訳が、
　“I have a special power.” 
となっています。「力」という意味の場合のpower
は、数えられない不可算名詞ですので、不定冠
詞 a は不要です。むしろないほうがよい。と言い
ますのは、a powerとなると「大国」の意味にな
るので、この劇のセリフとしては意味が通らなく
なります。
　セリフの中にpleaseなども出てきますが、
pleaseの使い方など語用に関しては、社会言語
的な知識なども必要になってくるので、かなり難
しいです。文法的な正確性にこだわり過ぎると話
せなくなることはありますが、中学生という外国
語学習に最適な時期に、学校の英語授業で指
導する場合は、間違った英語を暗記させることは
避けたいところです。
　論文では発音指導についての実態が不明です
が、英語教員は英語の専門家なのですから、少
なくとも文法的に誤りがなく語法も正しい英語を
指導していただきたいと願います。
　今後のますますの研鑚を期待しております。が
んばってください。

　受賞された先生方、おめでとうございます。
　GIGAスクール構想が本格的に動き始めたため
か、ICTに関連する応募論文がとても多かったと
いう印象です。
　現在、私は、GIGAスクールをお手伝いする仕
事をしていますので、日常的といっていいほど、
小・中学校の教室を参観させていただいていま
す。とても驚くことがあります。東書教育賞に応
募したら、何らかの賞がもらえるのではなかろう
かという素晴らしい実践に、多く出合うのです。
別の表現をするなら、これまで、さほどICT活用
に関心が高くなかった先生にも、GIGAスクール
構想によってICT活用のチャンスが到来し、優れ
た実践が多く出現し始めたといえそうなのです。
　このことは、ICT活用の全国的なレベルが、一
段、高くなったことを意味します。凝った使い方
という意味ではありません。教育的に本質的な
意味のある活用という観点からのレベルです。し
たがって、今回は、審査の点数が少し辛くなった
かもしれません。
　そんな中で、東京都品川区立大井第一小学校
は、藤森校長が学校として応募され、見事、優
秀賞に輝きました。児童の思考力を育成するた
めに、教師自らが変わることも視野に入れ、目
的意識が同じ方向を向いた取り組みができるよう
に工夫されました。具体的には、シンキングツー
ルを活用した思考力を育てる実践研究を、四つ
の部会を設置して推進するなど、学校組織として

審査委員

東原 義訓
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素晴らしい取り組みをされました。
　小学校部門の奨励賞を受賞された鈴木先生の
実践で、最も特徴的と感じたのは、毎授業の終
わりの10分間に設定したタブレットを活用した
「Self-study Time」です。何を学んだか、なぜそ
れを調べたか、結果はどうだったかなどの振り返
りを行い、自分の課題はどのアプリで解決できる
かなど、課題解決のスキルを身に付けることがで
きた、個別最適な学びの優れたものといえます。
　中学校部門の優秀賞を獲得された矢野先生の
実践は、空間的な構造や空間的な動きを理解す
るために有効なデジタル教材の開発と活用として
優れたものです。活用した技術はAR（拡張現実）
と呼ばれているものです。ARコンテンツを生徒が
自作したところにも特徴がありました。気象の単
元で活用し、時間的・空間的スケールが大きな
現象を、その空間的な位置関係や動きを、視点
を変えて観察することを可能にするなど、理解度
を高めることに成功された優れた実践研究でし
た。
　受賞された先生方の実践が広く、普及していく
ことを期待しています。

　審査員の藤井斉亮です。
　まず、全体的な印象を述べます。
　昨年と同様、今年も新型コロナウイルス感染

審査委員

藤井 斉亮

症の流行前の実践をまとめたものと、まさにコロ
ナ禍での実践をまとめたものがありました。コロ
ナ禍での実践をまとめた論文では、論文に掲載
されている児童生徒の写真もマスク姿で、それが
当たり前に見え、ウィズコロナの時代に入ったの
だと思いました。何れにしても、先生方が、より
よい教育を求めて着想豊かにかつ粘り強く取り
組んでおられる姿が論文に表れていて、印象に
残りました。
　私のほうからは二つの論文について講評と感
想を述べます。
　まず、中学校の部で奨励賞を受賞された埼玉
県立蓮田特別支援学校・髙橋久江先生の「英語
劇『マジックショー』でコミュニケーション能力を
伸ばす」についてです。
　この実践は病弱と肢体不自由児を受け入れて
いる特別支援学校での実践です。髙橋先生は、
「概して肢体不自由のある生徒は、身体の動き
の制限に由来する体験や経験不足、意思伝達の
難しさなどからコミュニケーションに消極的であ
り、自信がない者が多い」と実態をとらえておら
れ、これに対して、英語科の授業とリンクさせる
ことによって、「生活の場面においても、英語科
の授業においてもコミュニケーションの意欲を高
めることができるのではないか」と考えたわけで
す。具体的には、生徒たちは、英語劇、しかも
マジックショーに取り組みました。
　これは、とても面白いアイデアだと思います。
見ている人も楽しめますし、生徒は単に台本を暗
記して発表すればよいというわけにはいかず、観
客とのやり取りの中で、即興的な対応もしなけれ
ばなりません。まさに英語科の学習を通してコミュ
ニケーション能力を高める場といえます。生徒た
ちは５月から準備を始め、11月の文化祭で発表
し、大きな達成感を味わったことが報告されてい
ます。
　改めて見直すと、生徒の実態を踏まえ、それ
を高めようとした極めて正当な教育実践といえま
すが、「英語劇マジックショー」という題材の面
白さと、実践の成果が素直にかつ明確に記述さ
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れていることで、高く評価されました。
　もう一つは、同じ中学校の部となりますが、奨
励賞を受賞された広島県竹原市立吉名学園の有
松浩司先生、佐藤希美先生、そして中村裕子先
生の「『拓く力』の育成を目指した総合的な学習
の時間の展開−単元『商品開発プロジェクト』の
実践−」です。
　「商品開発プロジェクト」とは、文字どおり、
生徒が自ら商品を開発し、実際に地域の商店で
販売を目指す活動です。生徒たちは最初に「何
のために商品開発を行うか」を話し合い、商品
のアイデアが六つに絞られ、最終的に一つになり、
実際に商品が作られ販売されるわけですが、そ
の過程で展開される一つ一つの活動に対して、
その教育的価値を明確にしている点が高く評価
されました。
　実際に開発された商品は、地域の特産物であ
るジャガイモをつかった「吉ジャガフライ」です。
ジャガイモといえば、最近では「ポテトロス」が
話題になりましたが、そのファーストフードに対し
てスローフードが唱えられています。この実践は、
伝統的な食文化や食材を見直す運動、スローラ
イフ運動とも見ることができます。
　活動を振り返り、生徒たちからは「もっと地域
（吉名町）を盛り上げるために、新しい活動に取り
組んでみたい」という声が上がったということで
す。商品開発の目的は主に利潤追求になりがち
ですが、地域の将来の価値を高めるという目的
を加え、商品開発プロジェクトの教育活動として
の価値を、それこそ切り拓いていってほしいと思
います。
　以上、全体の印象と、奨励賞を受賞された二
つの論文について所感を述べました。ご紹介し
た二つの実践は、それぞれの教科・領域等にお
いて、全国の模範となる実践・研究であると思い
ます。受賞、誠におめでとうございました。

　この度、東書教育賞の論文審査に当たらせて
いただきました十文字学園女子大学の松岡敬明
と申します。よろしくお願いいたします。
　まずは、今般受賞された皆様、誠におめでと
うございます。心よりお祝い申し上げます。日々、
お忙しい教育活動にあって、研究を続けられ、
それを論文にまとめられたご努力に対して敬意を
表します。
　私からは、小学校部門において優秀賞を受賞
された山田航大先生と奨励賞を受賞された富松
里子先生の論文に触れながら、お話しさせてい
ただきたいと存じます。
　山田先生は、「子どもたちが社会に向けて提案
する課題解決型学習の可能性」という論題で研
究を進められました。
　食料生産やフードロスという実社会の問題を
児童自らの問題としてとらえさせ、その解決策を
探るという生産性のある社会科の授業になってい
ます。企業との連携を図り、ここでも、児童たち
は実社会と触れ合うことになります。そして、ま
さに「社会に開かれたカリキュラム」の実践事例
になっています。
　また、2020年、コロナ禍により全国の学校が
一斉休業に入った時期で、いち早くオンラインを
活用して、授業を行った点も素晴らしいものがあ
ります。アイデアだけでは成立するものではなく、
それまでのＩＣＴにかかるご自身の知識・技能が
あったからこそ、実践できたものと考えます。

審査委員

松岡 敬明
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　今後の課題としては、５年生児童が今回の取
組を通じて学んだことを、次の学びにどのように
つなげていくか、また、他教科における主体的
な学びにつなげていくためにはどうするか。さら
に、この取組を次年度の５年生につなげたり、
学校全体のものとして発展させたりしていくため
にはどうするか等があろうかと存じます。ぜひ、
今後とも引き続き実践とともに、研究も深めてい
ただければとご期待申し上げます。
　続いて富松先生の研究についてお話しいたし
ます。富松先生は、「支援を要する児童の『教育
的ニーズ』への適切な指導と支援の充実」とい
う論題で研究を進められました。特別支援教育
における指導体制の確立と、１人１人の教育的
ニーズへの適切な対応の具体策について研究さ
れました。
　まずは、国や東京都の方針・施策等を十分に
踏まえ、理論的に研究を進めてこられたことが印
象的です。
　ご自身の論文の中に「児童の変容の視覚化」
という文言があります。これが大変重要で、当該
児童に関わる人々の情報共有の効率化を図り、
適切な支援に向けた取り組みとなっています。実
務を通じて、課題を発見し、その解決を図るとい
う大変実践的な研究となっています。
　児童の変容を視覚化するということは、特別支
援教育のみならず、実は通常学級の子どもたち
についても、大変重要なことです。特に小学校
においては学級担任制で、１人の子どもを複数
の視点からとらえることが中学校に比較して少な
いという現状があります。方法はいろいろあろう
かとは思いますが、本研究の姿勢を学校全体に
応用していくことが重要との印象をもちました。
　結びに、研究全般について所感を述べたいと
思います。研究とは、いずれの研究も同様ですが、
先行研究を踏まえて独自のオリジナリティのある
ものにしたいというのが、研究者の本音であると
思います。先行研究と同様の分野で研究を行う
と、どうしても二番煎じのような印象をもってしま
うことがありますが、実はこのことがいわゆる研

究の積み重ねを阻害しているのではないかと考え
ます。
　いずれの科学分野における研究も、先人の研
究成果の上に自身の研究を積み重ねることによっ
て、新たな発見や発明につながっていくものです。
教育も科学です。対象となる児童生徒や地域の
実態は異なっても、教育の本質が変わるもので
はありません。ぜひ、皆様のご努力を、そして研
究成果をご自身はもとより、次の研究者につない
でいただき、さらに研究を深め、発展させ、次
代を担う子どもたちに対する教育効果が一層高ま
ることを大いに期待しています。
　以上をもちまして、簡単ではありますが私の講
評とさせていただきます。


